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自主シンポジウム「教科学習における理解を深める学び
一実生活に活用できる学ぶ力の育成に向けてー」

芋どもの学びを促す

説明活動のあり方

小樽商科大学辻義人



本報告の概要

砂教育場面における説明活動

→科目横断的に重要な活動

砂児童の読み手意識の発達

→ 4年生から「読み手意識」に変化あり

砂どのように読み手意識を指導するか?

→明確に「誰が読むか」を設定する

読み手の立場を経験させる



教育目標と説明活動の関連

新学習指導要領(H23~) 
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新学習指導要領:保護者用パンフ



「言語活動」の認識変化

言語活動=あらゆる学習の基礎
アクティブ、ラ一二ング、反転学習、ラーニングピラミッド(?)



説明と「学習者の学び」

砂「説明できないJ学び
理解できていないと説明できない

砂「相手に説明するJ学び
伝えるべき重要なポイントを考える

砂「お互いに説明し合う」学び

相手の説明を聞いて学ぶ

(さらに、説明する方法を学ぶ)



「わかりやすい口頭説明」研究

砂わかりやすい口頭説明のコツとは?
「解決で、きなかったPCトラブルが、
詳しい人に聞いたらすぐ解決したJ

砂わかりやすい説明の土台は「対話」
①説明者は聞き手の状況を推測する

②それに合わせた説明を投げかける
③反応を見て聞き手の情報を更新する

→【説明者の情報処理モデル】



情報の収集. 

学習者の情報

(a)目的
学習者は、何を達成した
いか?

(b)知識・技能
学習者は、どの程度

回ー

内容を理解しているか?

(c)状態

Y 学習者は、現在何をして
いるのか?

作業対象の状況
その時点で作業対象は
どのような状況か?

説明の実践

説明の構築
(1 )説明内容の選択
学習者に、どのような

内容を伝えるか?

(2)情報の補完

学習者と作業対象は、
どのような状態か?

介入の方法

α:説明の必要性

。:介入手段の選択

。:説明プフンの構築
(標識化、比職、ロ換え)

-

-圃・・・・

出
力

説明者の情報処理モデル(辻J2010) 



「説明手段」と先行研究

表説明文書・口頭説明の違い(岸， 2007) 

説明文書 口頭説明

説明対象 ? O 圃

即時確認 × O 

役割交代 × O 
F幽園田園田園------------

ー-----------------
-・・・・・・園田暗闇嶋田園・・'司

!記録 O × 

正25立青ZLーー 多い 少ない i 
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「読み手意識」の発達と指導

読み手に対する配慮=r読み手意識J

研究上児童の「読み手意識」の発達

→どのように説明が変化するのか?
(辻・岸・本田， 2008) 

研究2:r読み手意識」を指導する方法
→読み手意識の構成要素から
(岸・辻・籾山， 2012) 



研究1: 

児童の「読み手意識Jの発達

砂児童は読み手に合わせて、どのように

説明の表現を変化させるのか?

砂2."'6年生に校内案内文作成
読み手は[成人・幼児]の2条件

砂結果の明示・注意喚起周否定明示圃

詳細説明・メタ説明などの出現率比較



「結果の明示(A→B)Jの出現割合

(例:階段を登ると右側が音楽室です)

幼児対象:具体的な

行動指示だけ記述

，
 
，
 
，
 
，
 

成人対象:行動と結果を
セットで、記述

， ， 
一成人対象ー幼児対象

20% 

2年 3年 4年 5年 6年

女4年生からの心境変化

成人対象:結果まで書く必要はない

幼児対象:結果を書いた方が親切



「わかりやすい説明文」の特徴とは?
(大学生に評定させた結果より)

b注意

c.否定の

d.詳細説

e .メタ説明

O o 
[Aします]よりも
[AするとBです]の方が

わかりやすい
O 

f.修辞(比聡等) I r AするとBですJrこ加えて
[8はCです]の追加

g表記(ルビなど) I (例:ドアは緑色です)
(学年進行に伴い、わかりやすさ評価は向上)



「読み手意識」の発達のまとめ

砂「読み手意識jは4年生から
読み手に合わせた説明の使い分け

成人:目的志向のシンフルな伝達

幼児:付加情報で親切な伝達

砂わかりやすい文章は「結果が見える」

[Aしてください]だけではなく、
[AするとBです]の評価が高い
特に幼児には付加情報で丁寧に



研究2:

「読み手意識」を指導する

砂「説明文を書くときは、読み手のことを

考えて書きましよう」
→抽象的すぎて指導しにくい

砂「読み手意識」を高めるには、

具体的にどんな指導が必要なのか?

(構成要素からの検討)



「読み手意識」の構成因子

砂「説明で意識することJ 35項目
→因子分析によるグループ分け

砂読み手意識を構成する4因子

説明意識: 相手の反応を予測

書き手意識:書く場面での注意

メタ理解: 説明の自己点検

工夫実践: 比聡や例示など

→これでわかりやすい文章が書ける?



わかりやすい文書の特徴

砂わかりやすい文書を書くには、

どのような要素に注目すべきか?

多い | 少ない

書き手意識

多い | 少ない



「読み手意識」指導のまとめ

惨読み手意識を構成する4因子

説明意識・書き手意識・メタ理解圃工夫実践

砂根拠が得られた指導指針

説明意識:読み手は誰なのか?

→「参観に来る保護者に書きましょう」

工夫実践:比聡や例示の工夫は?

→「読み手の興味や関心に合わせる」



研究1&研究2のまとめ

【研究1】

・「読み手意識J獲得は4年生から
・rAします」でなくrAするとBです」が重要
・成人にはシンフル、幼児には安心情報

【研究2】
圃「読み手意識尺度」からの検討

-相手の反応を予測して表現を変える

.自分なりの表現、相手の関心を引く



情報の収集 説明の実践

学習者の情報 説明の構築

(a)目的 (1 )説明内容の選択

学習者に、どのような
学習者は、何を達成した

内容を伝えるか?いカ、?

(b)知識圃技能
(2)情報の補完

学習者と作業対象は、
学習者は、どの程度

入 どのような状態か? 出内容を理解しているか?

力
(c)状態 介入の方法 力

学習者は、現在何をして11 '11α-説明の必要性
いるのか?

作業対象の状況 l;I I 
その時点で作業対象は 。:説明プフンの構築
どのような状況か? (標識化、比職、ロ換え)

説明者の情報処理モデル(辻， 2010) 



教育場面での説明指導(案)

砂読み手は誰かをはっきりさせる

→他県の小学校のお友達、家族など

砂読み手に合わせた表現の指導

→大人にはシンフル、幼児には丁寧に

砂r書くた、け」でなく「読み合う」指導
→読み手の立場を経験すること

説明の自己点検とピアレビュー



本報告のまとめ

惨「伝えることJr説明することJは
あらゆる教科で重要な活動である

惨4年生から「読み手意識」が獲得される

砂読み手意識の指導に際しては、

「明確な読み手の設定&表現」

「自己点検と相互評価」が望ましい


